
グリーンアクションパートナーI ステップの取り組み目標例 

 

 

１ 事業者が事業活動で必要な物を買うとき(物品)  

（１）コピー用紙、コンピューター用紙、伝票・事務用箋類、名刺、トイレットペ

ーパーなどは、できるだけ再生紙または未利用繊維を使用している製品を購入

する。 

（２）パソコン、プリンター、ファクシミリ、複写機などの OA 機器を購入（買い

替え）する際は、できるだけ省エネ型またはリサイクルしやすい素材の機器を

購入（買い替え）する。 

（３）原材料、中間製品、事務用品などは、できるだけ環境ラベル製品を購入する。 

（４）できるだけリターナブル容器に入った製品を購入する。 

（５）できるだけ詰め替え可能な製品を購入する。 

（６）できるだけ使い捨て製品（紙コップ、紙皿、使い捨て容器入りの弁当等）の

購入をやめる。 

 

２ 事業者が事業活動で必要な物を買うとき(設備)  

（７）車両を購入（買い替え）する際は、できるだけ低公害車を購入（買い替え）

する。 

（８）燃料設備を設置（更新）する際は、できるだけ都市ガス、LPG など環境負荷

の少ない燃料を使用する設備を設置（更新）する。 

（９） 給湯・暖房設備を設置（更新）する際は、できるだけソーラー（太陽光）

システム設備を設置（更新）する。 

（10）照明設備を設置（更新）する際は、できるだけ高効率蛍光灯、インバーター

照明を設置（更新）する。 

（11）事務所等を改修する際は、できるだけ二重窓、複層ガラスを設置（更新）す

ることにより、建物の断熱性能を向上させる。 

（12）事務所等を改修する際は、できるだけ日射の室内への導入、床や壁面での蓄

熱、通風の活用ができる（パッシブソーラー）ように改修することにより、太

陽光の活用を図る。 

 

３事業者が製品を作るとき 

（13）製品の設計にあたって、小型化等により同一機能に対して資源使用量のミニ

マム化を指向する。  

（14）製品の設計にあたって、製品の長寿命化を指向する。  

（15）製品の設計にあたって、製品の使用過程でのエネルギーの削減を指向する。 

（16）製品の設計にあたって、再生資源の積極的利用に取り組む。 

（17）製品の設計にあたって、モデルチェンジの適正化に取り組む。 

（18）製品の設計にあたって、リサイクルしやすいよう、素材の種類や製品の部品



点数の削減や、ネジの数を減らすことなどによる解体しやすい構造を指向する。 

（19）製品の設計にあたって、包装は可能な限り簡素化する。 

（20）自社独自の環境保全型製品等の開発に積極的に取り組む。 

（21）製造工程から発生する金属屑、紙屑、廃液などの回収・再利用のための設備

を設置し、適正に処理する。 

 

４ 事業者が製品を運ぶとき 

（22）できるだけ最大積載量に見合った輸送単位の設定を行う。 

（23）できるだけ共同輸配送、帰り荷の確保を行う。 

（24）できるだけ発注・輸送の計画化・平準化、行き過ぎた少量・多頻度輸送やジ

ャスト・イン・タイムサービスの見直しを行う。 

（25）できるだけ通い箱（繰り返し使用する梱包材）を利用する。 

（26）駐車場、荷捌き場の確保等による周辺交通への障害を防止する。 

（27）自動車運転にあたって、急発進・急加速や空ぶかしの排除、駐停車中のエン

ジン停止（アイドリングストップ）を徹底する。 

（28）排気ガス・騒音のレベルを抑えるため、適正な車両整備を行う。 

（29）資材搬出入口において、騒音・振動・粉塵対策、渋滞防止対策を行う。 

 

５ 事業者が製品を売るとき 

（30）レジ袋辞退促進のための独自の仕組みを設ける。 

（31）できるだけ簡易包装を行う。 

（32）できるだけ量り売り、ばら売りを行う。 

（33）環境ラベル製品の重点的な販売促進を行う。 

（34）リターナブル容器に入った製品の重点的な販売促進を行う。 

（35）詰め替え可能な製品の重点的な販売促進を行う。 

（36）できるだけ紙パック、食品トレイ、アルミ缶、スチール缶、ペットボトルな

どの店頭回収・リサイクルを行う。 

（37）できるだけ使用済み製品の引き取りを行う。 

（38）できるだけ修理部品の長期的な確保を行う。 

 

６ 事業者が事業活動で物などを使うとき 

（39）事業所内では、冷暖房の温度を暖房は 20 度以下、冷房は 28 度以上に設定

する。 

（40）休憩時間及び終業時には、事業所内の照明やOA 機器の電源を一斉に切る。 

（41）従業員は、使用しない時の照明やOA 機器のスイッチオフを励行する。 

（42）従業員は、事業所内のエレベーターを出来るだけ使用しないようにする。 

（43）事業所内では、使用済み用紙の裏紙を利用する。 

（44）事業所内では、使用済み封筒を再利用する。 

（45）事業所内では、文書は両面印刷を行う。 



 

７ 事業所からごみを捨てるとき 

（46）事業所内に必要十分な数の分別回収ボックスを設置して、ごみの分別を徹底

する。 

（47）コピー機、プリンターのトナーカートリッジの回収とリサイクルを行う。 

（48）できるだけ食品残渣物をコンポスト化（堆肥化）する。 

（49）できるだけ廃食用油のせっけん等への再利用を行う。 

 

８ 事業所周辺の環境をよくすることに貢献する 

（50）できるだけ事業所の敷地内、屋上、壁面の緑化を行う。 

（51）できるだけ雨水利用設備を設置する。 

（52）できるだけ駐車場や店頭オープンスペース等を透水性舗装にする。 

 

９ 事業所の従業員の知識、意欲を高める 

（53）朝礼等の際に、事業活動における環境への配慮に関する事業所の方針の徹底

を図る。 

（54）従業員研修の一部に、環境への配慮に関する講義等を組み入れる。 

（55）事業活動における環境への配慮に関する責任者を決めて、その者に権限を与

える。 

（56）環境保全のためのボランティア活動に取り組む従業員を支援する。 

（57）寄付、広報に関する便宜供与、人材派遣により、環境保全に取り組むNPO 等

を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




